
夏
目
激
石
の
文
体
変
化

｜
統
計
的
観
察
と
色
彩
心
理
か
ら
｜

一
、
は
じ
め
に

日
本
に
お
い
て
文
体
論
の
研
究
の
起
点
は
、
一
九
三
五
年
の
波
多

野
完
治
氏
『
文
章
心
理
学
』
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
安
本
美
典

氏
・
樺
島
忠
夫
・
寿
岳
章
子
氏
ら
が
独
自
の
方
法
論
を
発
表
さ
れ
た

こ
と
で
、
文
体
研
究
は
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
ヲ
た
。
し

か
し
昨
今
、
こ
れ
だ
け
の
文
学
作
品
が
著
作
・
出
版
さ
れ
る
こ
と

を
考
慮
し
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
研
究
が
ま
さ
に
一
握
の
砂
で
し
か

な
い
こ
と
に
気
付
〈
。
そ
の
証
拠
に
、
文
学
的
評
価
が
高
く
、
多
く

の
学
者
・
読
者
に
慣
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
夏
目
激
石
で
さ
え
、
国
語

学
分
野
に
お
い
て
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
本
来
、

国
語
学
と
国
文
学
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
研
究
し
た
こ
と
を
持
ち
あ

。
た
上
で
作
家
の
解
明
を
行
な
。
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
作
品
の
統
計
的
分
析
か
ら
作
家
の
潜
在
的
な
文
体

特
徴
や
性
格
を
導
き
出
す
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

こ
こ
で
は
夏
目
激
石
の
作
品
を
扱
い
、
統
計
的
分
析
、
さ
ら
に
主

題
や
作
品
の
性
格
に
も
せ
ま
っ
て
い
き
た
い
。
尚
、
こ
こ
で
参
考
と

し
た
小
林
英
夫
氏
の
欺
石
作
品
区
分
を
明
示
し
て
お
く
。

第
I
期

第
E
期

第
皿
期

三
十
四
回
生

木

由
加
子

村

純
遊
戯
的
文
体
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

（
明
部
）

i
『
坑
夫
』
（
明
引
）

遊
戯
・
即
物
混
合
文
体
『
三
四
郎
』

（
明
引
）

1
『
門
』
（
明
日
制
）

純
即
物
的
文
体
『
彼
岸
過
迄
』

（
明
必
〉

1
『
明
暗
』
（
大
5
）
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二
、
統
計
的
観
察
か
ら

ま
ず
、
－
期
か
ら
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
『
坊
ち
ゃ
ん
』
『
虞
美

人
草
』
、

E
期
か
ら
『
三
四
郎
』
『
そ
れ
か
ら
』
『
門
』
、

E
期
か

ら
『
こ
こ
ろ
』
『
道
草
』
『
明
暗
』
以
上
各
期
三
作
品
ず
つ
計
九
作

品
を
検
討
す
る
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
夏
目
激
石
全
集
』
（
筑
摩
書

房
昭
臼
・

9
刊
行
）
を
利
用
、
比
較
の
基
準
を
樽
島
忠
夫
・
寿
岳

章
子
両
氏
共
著
『
文
体
の
科
学
』
に
求
め
た
。
た
だ
、
両
氏
の
方
法

論
に
よ
る
と
抽
出
文
数
は
八

O
文
で
あ
。
た
が
、
こ
こ
で
は
一
五

O

文
前
後
と
し
た
。
こ
れ
は
表
情
語
や
色
彩
語
な
ど
出
現
頻
度
の
少
な

い
項
目
の
出
現
率
を
よ
り
確
ら
し
い
も
の
と
す
る
た
め
で
あ
る
。



〔表 l〕 激石の文体分析．及び五段階尺度値

期

一一一一一一 吾輩は猫である 坊ちゃん 虞美人草

名詞の比率（¢） 4 7. 3 4 7. 8 5 2. 6 普

M V R （注 1) （係） 5 5 大 5 4 普通 5 2 普

指示語（注2) （係） 4. 9 普通 3. 3 普通 1. 6 極小

字音語（注 3) （係） 1 3. 1 1 1. 3 1 4. 4 

文の長さ（注4) （） 8. 6 8. 3 6. 4 極小

引用文比率（%） 2 4. 2 普通 1 7. 8 普通 3 4. 9 大

接続詞をもっ文（係） 1 1. 0 普通 9. 4 普通 3. 2 

現在止の文（係） 7 8. 7 極大 7 4. 2 大 7 9. 4 極大

表情語（注 5)(0/00) 0. 8 6 普通 8 普通

色彩諮（注5)(0/00) 5 普通 8 大 1 7 極大

E 期

一一一一一一 三四郎 それから F~ 

名詞の比率（係） 5 0. 2 普通 4 7. 9 4 9. 3 普通

M V R （注 1) （¢） 6 6 極大 6 2 大 6 5 極大

指示語（注2) 〔%〕 4. 8 普通 6. 3 極大 5. 3 大

字音語（注 3) （%〉 2 4. 4 普通 2 6. 0 大 2 3. 6 普通

文の長さ（注4) （） 6. 6 極小 7. 3 1 0. 0 普通

引用文比率（係） 3 1. 9 大 3 4. 2 大 3 1. 7 大

接続詞をもっ文（%） 1 5. 5 普通 2 0. 1 普通 1 3. 9 普通

現在止の文（係） 6 3. 1 大 4 4. 7 普通 3 5. 2 普通

表情語（注 5)(0/00) 3 4 普通 5 普通

色彩語（注 5)(0/00) 2 普通 4 普通 4 普通

ヮ，のru



E 期

一一～～一一 こころ 道 草 明 暗

名詞の比率（¢） 5 1. 7 普通 5 't:7 普通 5 0. 8 普通

M V R（注 1) (%) 6 6 極大 7 2 極大 7 4 極大

指示語（注 2) （¢） 7. 1 極大 5. 8 大 4. 7 普通

字音語（注 3) （係） 2 2. 3 普通 2 7. 1 大 2 8. 3 大

文の長さ（注 4) （） 1 0. 2 普通 9. 7 普通 8. 0 

引用文比率（%） 5. 7 1 5. 0 普通 4 3. 7 大

接続詞をもっ文（係） 1 4. 6 普通 1 5. 0 普通 1 2. 9. 普通

現在止の文（¢） 1 5. 4 普通 1 4. 1 普通 4 7. 9 大

表情語（注 5)(0/00) 7 普通 5 普通 3 

色彩語（注 5)(0/00) 5 普通 3 普通 2 普通

樺島氏らの五段階尺度（注 6) 

極めて小 普通 大 極めて大
評語

10%以下 30%以下 30%以下 10%以下
出現率 ‘ 

名 詞 % 4 5 4 8 5 4 5 6 

M v R 3 4 4 1 5 5 6 5 

t旨 刀t 詞 % 2. 1 2. 8 5. 0 6. 0 

字 音 語 % 1 3 1 6 2 6 3 1 

文 長 7 9 1 4 1 8 

ヨ｜ 用 文 qる 8 3 0 7 0 

接続詞をもっ文 % 3 7 2 1 2 7 

現 在 止 % 3 1 3 4 7 7 6 

表 情 語0/00 0. 4 3. 5 1 3. 5 2 4. 5 

色 彩 語0/00 ／ 1. 0 7. 5 1 7. 0 
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（注）

形・形動・副・連体調の数× 100
動調の数匝豆訂＝

であらわされる。

MVRが大きいと「ありさま描写」、小さいと「動き描写Jと両氏は定義されてL唱。

匡歪司
コソア系の語を拾った。

匡歪訂
漢語のみならず「火事」等の和製漢語も含む。

E互自
l丈あたりの平均自立語数で示しである。

｜表情語・色彩語｜

出現率が小さいので、千分率で示している。

2. 

3. 

4. 

5. 

分析されたも樺島氏らが『文体の科学』で 100作品（現代小説）の統計を出され‘6. 

のである。

ハ
門
名
詞
比
率
と

M
V
R

名
詞
比
率
は
、
全
作
品
を
通
じ
て
数
値
的
に
大
差
が
な
い
。
ま
た

五
段
階
尺
度
を
み
て
も
ほ
と
ん
ど
が
普
通
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の

作
家
と
の
比
較
に
お
い
て
も
標
準
的
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
一
方
、

M
V
Rは
後
年
に
至
る
に
つ
れ
て
顕
著
に
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
は
後
年
に
至
る
ほ
ど
あ
り
さ
ま
描
写
的
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
お
り
（
上
段
注
1
参
照
）
、
激
石
の
文
体
の
一
大
特
徴
と
し
て

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
：
・
元
来
こ
の
主
人
は
ぶ
っ
切
ら
棒
の
、
頑
固
光
沢
消
し
を
旨
と

し
て
製
造
さ
れ
た
男
で
あ
る
が
、
去
れ
ば
と
云
っ
て
冷
酷
不

人
情
な
文
明
の
産
物
と
は
自
ら
其
撰
を
異
に
し
て
居
る
・
・
・
。

（
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
四
章
）

B
・
：
た
と
ひ
骨
文
に
な
ら
な
く
と
も
好
い
か
ら
責
め
て
此
淡
灰
色

の
斑
入
り
の
毛
布
丈
は
一
寸
洗
ひ
張
り
で
も
す
る
か
、
も
し

く
は
当
分
の
中
質
に
で
も
入
れ
た
い
様
な
気
が
す
る
。

（

右

同

六

章

）

I
期
で
は
、
人
の
動
き
や
自
然
描
写
に
登
場
人
物
（
主
人
公
）
の

感
覚
や
行
動
に
即
し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。

B
は
、
主
人
公
の
猫
の

感
覚
を
還
し
て
暑
さ
を
表
現
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
描
写

が
I
期
の
文
体
に
は
非
常
に
多
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
特
徴
と
し

て
、
極
端
、
滑
稽
な
比
輸
も
し
く
は
単
純
明
確
な
き
ロ
葉
で
皮
肉
っ
た

り
、
文
の
リ
ズ
ム
を
生
じ
る
「
尻
取
文
」
「
た
た
み
か
け
」
を
用
い

る
と
い
っ
た
激
石
特
有
の
「
遊
戯
的
文
体
」
が
み
ら
れ
る
。

其
時
苦
し
い
な
が
ら
、
か
う
考
え
た
。
こ
ん
な
町
責
に
逢
ふ
の

は
つ
ま
り
費
か
ら
上
へ
あ
り
が
た
い
許
切
の
顕
で
あ
る
：
：
：
（
中
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略
）
：
：
：
護
の
ふ
ち
に
瓜
の
か
か
り
様
が
な
け
れ
ば
い
く
ら
掻
い

I
l
l
l
H
l川
川
い

百
年
の
間
身
を
粉
に
し
て
も
出
ら
れ
っ
こ

て
も
、

な
い
。
出
ら
れ
な
い
と
分
り
切
っ
て
ゐ
る
も
の
を
出
様
と
す
る
の

I
n－
－
川
μー

は
無
理
だ
。
無
理
を
通
さ
う
と
す
る
か
ら
苦
し
い
の
だ
。
・
：
（
中

B
E
l
l
i－
－

l
i
l
i
a－－
ltlapilli－
n
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
”HUH－
JUHF 

－E
’『1
1
1
1
1
1』
L
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
I
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
E
E
E
P
B
E
t

－‘，
0

・2hH
H

略
）
：
：
：
苦
し
い
の
だ
が
有
難
い
の
だ
が
見
当
が
つ
か
な
い
。
水

あ
せ
っ
て
も
、

の
中
に
居
る
の
だ
が
、

座
敷
の
上
に
居
る
の
だ
が
、
判
然
し
な
い
。

筆
者
）

二
重
傍
線
は
、
語
索
を
取
っ
て
い
く
「
尻
取
文
」
。
傍
線
は
、
文

や
句
の
構
造
に
類
似
性
（
あ
る
い
は
同
一
性
）
を
も
た
せ
て
い
く
・

「
た
た
み
か
け
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
遊
戯
的
文
体
」
は
、
「
あ

り
さ
ま
描
写
」
的
傾
向
が
強
く
な
る
に
つ
れ
、
一
作
ご
と
に
減
っ
て

い
る
。
そ
し
て

E
期
に
至
っ
て
は
、
左
例
の
よ
う
な
描
写
的
文
章
が

作
品
中
に
多
く
出
現
し
、
「
遊
戯
的
文
体
」
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。

冷
た
さ
う
に
燦
つ
〈
肌
合
の
七
宝
製
の
花
瓶
、
其
花
瓶
の
滑
ら

か
な
表
面
に
流
れ
る
華
麗
な
模
様
の
色
、
卓
上
に
運
ば
れ
た
銀
せ

き
の
丸
盆
、
：
人
中
略
）
・
：
三
隅
に
金
箔
を
置
い
た
装
飾
用
の
ア
ル

バ
ム
、
！
欺
う
い
ふ
も
の
の
強
い
刺
戟
が
、
既
に
明
る
い
電
灯
の

下
を
通
っ
て
、
暗
い
戸
外
へ
出
た
彼
の
眼
の
中
を
不
秩
序
に
往
来

し

た

。

（

『

明

暗

』

一

三

章

）

（
傍
線

コ
指
示
詞
と
接
続
語

指
示
詞
は
E
期
『
そ
れ
か
ら
』

i
E
m
『
こ
こ
ろ
』
に
多
い
一
方
、

『
虞
美
人
草
』
で
は
五
段
階
尺
度
値
で
も
極
小
を
示
す
ほ
ど
少
な
い
。

『
虞
美
人
草
』
で
は
指
示
詞
・
接
続
語
が
少
な
い
反
面
、
表
情
語
・

色
彩
語
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
（
表
1
参
照
）
こ
れ
は

『
虞
美
人
草
』
が
『
幻
影
の
盾
』
『
藻
露
行
』
と
同
系
列
の
美
的
要

素
を
多
分
に
待
ち
あ
わ
せ
た
作
品
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

接
続
語
は
指
示
詞
同
様
、
他
期
に
比
べ
て

I
期
に
少
な
い
。
前
に

述
べ
た
が
、

I
期
に
は
「
尻
取
文
」
や
「
た
た
み
か
け
」
と
い
っ
た

文
の
リ
ズ
ム
を
重
視
す
る
文
体
が
使
わ
れ
て
い
た
。
事
務
的
・
簡
略

化
と
い
う
働
き
を
も
っ
と
こ
ろ
の
接
続
語
・
指
示
調
が
少
な
い
こ
と

と
関
連
が
あ
ろ
う
。

司
）
文
の
長
さ
と
現
在
ど
め

／

t

‘、
文
の
長
さ
の
平
均
は
、
現
代
作
家
の
極
小
か
ら
普
通
に
位
置
し
て

い
る
。
期
別
に
み
る
と
、

I
期
i
E
期
『
そ
れ
か
ら
』
ま
で
が
や
や

短
〈
、
六
・
四

i
八
・
六
自
立
語
数
（
一
文
あ
た
り
）
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
降
長
く
な
り
、
一

O
前
後
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
再
び
、

『
明
暗
』
で

I
期
あ
た
り
の
長
さ
に
戻
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
文
長

平
均
の
大
き
い
『
門
』
『
こ
こ
ろ
』
な
ど
で
分
散
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
長
い
文
も
あ
る
が
短
い
文
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
表
2
参
照
）
併
せ
て
、
激
石
が
談
話
の
中
で
、
「
和
文
の
や
う
に

だ
ら
／
＼
し
た
も
の
は
嫌
い
で
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
本

的
に
短
文
型
の
作
家
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

現
在
ど
め
は

I
期
に
七

O
%以
上
で
あ
る
が
、
『
そ
れ
か
ら
』
、

『
門
』
と
急
激
に
減
少
、
『
こ
こ
ろ
』
『
道
草
』
に
至
っ
て
は
一
五

係
前
後
に
な
り
『
明
暗
』
で
は
再
び
増
加
し
て
い
る
。
－
期
に
現
在

ど
め
が
多
い
の
は
正
岡
子
規
ら
の
影
響
で
、
激
石
が
写
生
文
に
傾
倒
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し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方

E
期
『
こ
こ
ろ
』
あ
た
り
で

は
、
回
想
文
体
を
用
い
て
い
る
た
め
、
現
在
ど
め
が
少
な
い
よ
う
だ
。

〔表2〕文の長さ

平均 分散

吾輩は猫である 8.5 5 2 9.3 9 

坊ちゃん 8.3 2 3 0.6 I 

虞美人草 6.3 6 2 8.6 8 

三四郎 6.6 3 I 7. 7 5 

それから 7.3 2 I 9.4 8 

~~ I 0.0 I 4 0. 7 0 

こころ I 0.2 2 3 7.3 8 

道草 9.7 0 2 7.6 3 

明暗 8 3 2.6 4 

こ
こ
で
文
長
平
均
と
現
在
ど
め
の
比
率
を
一
つ
の
グ
ラ
フ
に
示
し

た
。
（
表
3
参
照
）
波
多
野
氏
は
、
現
在
ど
め
の
文
は
過
去
ど
め

の
文
に
比
べ
て
文
の
長
さ
が
短
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
ら

れ
た
が
、
こ
こ
で
は
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

I
期
に
写
生
文
に
傾

倒
、
遊
戯
的
文
体
を
用
い
て
「
勧
善
懲
悪
」
を
描
い
て
い
た
激
石
が
、

『
三
四
郎
』
あ
た
り
か
ら
、
近
代
化
の
矛
盾
を
テ
！
？
に
し
、
次
第

に
仏
教
、
自
然
に
傾
倒
し
厭
世
的
に
な
っ
て
い
く
。
と
同
時
に
文
体

上
に
は
遊
戯
的
文
体
が
減
り
、
文
の
長
さ
が
長
く
な
る
。
現
在
ど
め

が
減
っ
て
い
く
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、

『
こ
こ
ろ
』
『
道
草
』
で
は
書
筒
形
式
を
用
い
た
回
想
表
現
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
が
、
激
石
は
『
明
暗
』
に
お
い
て
「
小
説
家
と
し
て

の
自
己
を
も
う
一
度
必
死
に
た
ち
な
お
ら
せ
て
い
っ
た
」
と
い
う
三

好
行
雄
氏
の
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
則
天
去
私
」

の
境
地
へ
達
す
る
。
そ
し
て
こ
の
作
品
の
文
体
は
、
『
こ
こ
ろ
』
、

『
道
草
』
等
の
文
体
と
は
違
っ
た
。
む
し
ろ

I
期
に
似
た
も
の
と
な

っ

て

い

る

。

（

後

述

）

〔表3〕文の長さと現在どめの関係

（動
IO 
文
の
8長
さ

6~ 
均

4 I 

2 : 

7
＼

1
・

4

／
／
／
I
4

r

日＼＼

l

／
ば
・
。
＼

日＼民

（係）
100 

80 
現

在60

ど

め40

20 

明
暗

道
草

こ
こ
ヲ
つ
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門そ
れ
か
ら

四
郎

虞
美
人
草

坊
ち
ゃ
ん

猫
で
あ
る

吾

輩

は



、、，ノ佃

引

用

文

引
用
文
は
I
期
後
半
か
ら
E
期
前
半
に
比
較
的
多
い
。
こ
の
時
期
、

引
用
文
は
地
の
文
に
く
み
こ
ま
れ
、
「
『
：
・
：
：
：
』
と
云
っ
て
：
・
」

と
い
う
形
そ
多
く
と
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
の
会
話
体
は
、

あ
く
ま
で
も
登
場
人
物
の
発
し
た
言
葉
で
あ
り
、
地
の
文
中
で
場
面

を
展
開
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
こ
こ
ろ
』
あ
た
り

で
は
、
会
話
文
が
独
立
し
て
存
在
す
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
が
一
場
面

を
形
成
し
、
作
品
中
で
意
味
会
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
明

暗
』
で
は
引
用
文
比
率
四
三
・
七
%
、
現
在
ど
め
四
七
・
九
d

切
で
あ

る
が
、
こ
の
作
品
に
は
、
地
の
文
が
、
「
た
止
め
」
に
統
一
さ
れ
て

い
る
特
徴
が
あ
る
。

匂
字
音
諮
・
表
情
語
な
ど
の
語
嚢

字
音
語
は
、

I
期
か
ら
血
期
へ
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
激
石
は

談
話
の
中
で
「
漢
文
の
や
う
な
強
い
力
の
あ
る
」
も
の
が
い
い
と
語

っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
意
志
は
文
体
に
も
反
映
さ
れ
、
特
に
晩
年

に
漢
語
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

表
情
語
に
は
、
ほ
と
ん
ど
期
別
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。
が

I
期
に

は
、
作
品
の
ユ
ー
モ
ア
性
か
ら
、
難
解
な
語
よ
り
も
方
言
な
ど
の
日

常
言
語
・
表
情
語
な
ど
が
目
立
つ
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
既
に
外
来
語
や

和
製
英
語
・
新
造
語
も
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

H
期
後
半
か
ら
E

期
に
か
け
て
語
棄
の
傾
向
が
か
わ
り
、
「
近
代
的
」
「
感
覚
的
」
と

い
っ
た
近
代
漢
語
ゃ
、
「
結
核
性
」
「
葡
萄
状
細
菌
」
な
ど
の
学
術

（
お
も
に
医
学
用
語
）
用
語
が
登
場
し
て
く
る
。
－
期
に
み
ら
れ
た

修
辞
的
な
漢
語
の
後
退
し
た
要
因
と
し
て
、
山
本
正
秀
氏
は
『
近
代

文
体
発
生
の
史
的
研
究
』
の
中
で
、

ω激
石
の
追
求
す
る
テ

1
7
が

鮮
明
に
な
っ
て
き
た
こ
と
。

ω自
然
主
義
文
学
の
影
響
。

ω言
文
一

致
文
が
確
立
期
か
ら
成
長
、
完
成
期
に
向
か
っ
て
い
っ
た
と
い
う
時

代
背
景
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
激
石
作
品
中
の
語
葉
変
化

を
み
る
に
つ
け
、
彼
は
明
治
・
大
正
と
い
う
近
代
化
の
過
渡
期
を
過

ご
し
た
た
め
に
想
像
以
上
の
時
代
的
背
景
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

六
文
体
の
変
遷

次
表
4
は
、
表
ー
を
期
別
に
、
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

－
期
を
グ
ラ
フ
で
み
る
と
、
『
吾
輩
は
猶
で
あ
る
』
『
坊
ち
ゃ
ん
』

は
同
じ
よ
う
な
流
れ
を
示
す
が
、
『
虞
美
人
草
』
は
そ
れ
ら
と
違
っ

て
い
る
。
－
期
を
み
る
に
、
文
の
長
さ
が
短
〈
現
在
ど
め
を
多
〈
使

っ
た
文
体
だ
と
い
え
よ
う
。
写
生
文
の
影
響
で
あ
る
こ
と
は
先
に
も

述
べ
た
が
、
同
時
に
棒
島
氏
が
「
現
在
形
は
事
件
の
継
続
・
進
行
を

か
ん
じ
さ
せ
る
」
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
文
の
リ
ズ
ム
を
意
識

し
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
I
期
共
通
の
特
徴
と
し
て
接

続
詞
が
少
な
い
こ
と
や
字
音
語
が
他
期
に
比
べ
て
少
な
い
、
動
き
描

写
的
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
『
虞
美
人
草
』
に
焦
点
を
あ
て
て

み
る
と
、
色
彩
語
・
表
情
語
が
多
く
、
指
示
語
・
接
続
詞
が
少
な
い

と
い
っ
た
両
極
を
な
す
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
表
4
参
照
）

こ
れ
ら
の
特
徴
は
『
虞
美
人
草
』
の
も
つ
絵
画
的
傾
向
に
裏
づ
け
ら

れ
る
が
、
激
石
自
身
談
話
の
中
で
語
っ
て
い
る
よ
う
に
あ
ま
り
好
ん

で
書
い
た
作
品
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
作
品
の
グ
ラ
フ
形
態
は
他
期

に
も
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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〔表4〕激石作品の期別変化
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文の長さ一一5

情語

v 

音

彩

用

色

M 

字

号｜

表

色

m 

期

（
注
）
表
中
、
各
項
目
数
字
は
、
棒
島
氏
ら
の
五
段
階
尺
度
か

ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（

P
M
表
1
参
照
）

な
お
、
こ
の
表
作
成
に
は
、
タ
イ
プ
を
使
用
し
た
。

彩

E
期
三
部
作
は
文
体
が
非
常
に
よ
〈
似
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま

た
I
期
に
比
べ
、
全
体
的
に
グ
ラ
フ
が
右
に
移
動
し
て
い
る
。
特
に

M
V
R
・
指
示
調
・
字
音
語
・
接
続
調
に
つ
い
て
そ
れ
が
言
え
る
。

一
方
、
現
在
ど
め
は
減
少
し
て
い
る
。
－
期
に
比
べ
て
微
妙
に
文
の

長
さ
が
長
く
な
り
、
指
示
詞
・
接
続
調
の
使
用
が
増
え
た
と
い
う
こ

と
は
、
文
と
文
と
が
互
い
に
意
味
を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
語
震
を
つ
な
い
で
い
く
「
尻
取
文
」
「
た

色



た
み
か
け
」
等
遊
戯
的
文
体
の
減
少
と
相
な
っ
て
E
期
の
大
き
な
文

体
特
徴
と
い
え
る
。

皿
期
共
通
の
傾
向
と
し
て
は
、
初
期
に
比
ぺ
て
あ
き
ら
か
に
「
あ

り
さ
ま
描
写
」
的
に
な
り
、
文
の
長
さ
が
長
く
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
文
の
長
さ
に
つ
い
て
は
『
こ
こ
ろ
』
に
特
に
多
く
見
ら
れ

る
回
想
形
式
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
字
音
語
の
増
加
は
、

激
石
が
こ
の
時
期
漢
詩
を
た
し
な
ん
で
い
た
こ
と
に
裏
付
け
さ
れ
る
。

次
に
各
項
目
、
最
大
・
最
小
値
を
拾
い
出
し
、
そ
の
幅
を
グ
ラ
フ

で
示
し
た
（
表
5
参
照
）
。
グ
ラ
フ
か
ら
『
虞
美
人
草
』
が
最
大
三

項
目
・
最
小
四
項
目
の
計
七
項
目
を
し
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
『
明
暗
』
に
お
い
て
も
最
大
三
項
目
・
最
小
一
項
目
を
と
っ

て
お
り
、
こ
の
二
作
品
が
激
石
作
品
中
、
異
端
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
表
情
語
・
色
彩
語
で
最
大
値
を
と
り
、
指
示
語
・
接
続

詞
で
最
小
値
を
と
る
『
虞
美
人
草
』
は
、
や
は
り
九
作
口
問
中
、
最
も

美
的
要
素
を
も
っ
文
体
で
あ
る
と
言
え
よ
う
、
全
体
的
に
グ
ラ
フ
を

眺
め
て
も
、
最
大
値
・
最
小
値
が
両
極
端
に
散
ば
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
激
石
が
全
期
に
わ
た
っ
て
一
定
し
た
文
体
を
持
っ
て
い

た
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
反
対
に
全
作
品
中
に
様
々
な
文
体
を
織

り
込
ん
で
い
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
激
石
自
身
が
「
私
は
如
何
な
る
も
の
を
も
書
き
た
い
と
思
う
。

自
分
の
能
力
の
許
す
限
り
は
、
色
々
種
類
の
変
化
し
た
も
の
を
書
き

た
い
。
自
分
の
性
情
に
適
し
た
も
の
は
な
る
べ
く
多
方
面
に
互
っ
て

書
き
た
い
j

i
－
－
・
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
の
知
識
人
と
し

て
の
教
養
を
身
に
つ
け
た
彼
の
意
識
の
下
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
な
の

で
あ
っ
た
。

〔表5〕激石作品における最大値・最小値

名一一一45"""'49→ 5.
＼道

M一一一35-45?-5
虞ぷ1.6)- 虞（

指でこ一一2.5ー3,5一
＼坊（11.3) 

字一一：12ー 18-2

虞ce:4） ζ（ 
文一一一一5)--gモ1

接

現

表

色
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三
、
色
彩
心
理
の
見
地
か
ら

次
に
、
激
石
作
品
中
の
全
色
彩
を
拾
い
出
し
、
そ
の
使
用
度
と
色

彩
心
理
を
結
び
つ
け
た
考
察
を
行
な
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
作

家
別
用
語
索
引
夏
目
激
石
』
（
近
代
作
家
用
語
研
究
会
、
教
育
技

術
研
究
所
編
教
育
社
）
を
用
い
た
。
ま
た
色
彩
心
理
に
つ
い
て

は
松
岡
武
氏
の
研
究
を
参
照
と
し
た
。
（
色
彩
科
学
協
会
編
『
色
彩

語
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
南
江
堂
｜
七
章
、
色
の
心
理

sm「
色
と
性
格
」

よ
り
）
白
は

I
期

i
E
期
初
頭
に
か
け
て
多
く
『
倫
敦
塔
』
『
蓮
露
行
』

『
三
四
郎
』
で
は
全
体
の

l
／
3
程
度
を
占
め
て
い
る
。
－
期
に
お

い
て
は
「
白
い
挿
毛
に
、
赤
い
鉢
巻
」
「
白
き
蓄
積
と
赤
き
蓄
積
と

黄
な
る
蓄
積
」
と
い
っ
た
他
色
と
の
同
時
並
行
的
な
使
用
が
多
い
。



率

白 黒 赤 青 黄 紫 茶 緑 灰 その他
色彩語数
自立語数

坊ちゃん 14.6 18.7 2 7.1 2 2.9 8.3 4.2 2.1 2.1 2.02 
% 

倫敦塔 30.9 2 3.1 52 7.7 2.5 2.5 2.5 25.6 82 9 

蓬露行 33.3 16.1 23.5 8.6 5.0 3.7 1.2 8.6 13.2 3 

草 枕 24.6 15.5 21.8 14.5 6.4 0.9 3.6 3.6 9.1 4.6 5 

三四郎 34.2 26.9 18.l 13.4 1.3 2.7 3.4 3.23 

II それから 15.8 2 0.6 32.9 21.9 2.0 0.7 0.7 2.0 0.7 2.7 2.95 

門 15.5 2 6.7 25.0 19.0 6.0 1.7 0.9 0.9 1.7 2.6 2.90 

彼岸過迄 2 6.3 2 7.0 16.4 15.8 2.0 5.3 2.6 2.0 2.6 2.7 4 

m IT 人 23.6 21.8 21.8 24.3 1.2 1.2 1.8 4.3 2.60 

こころ 20.0 36.0 1 7.3 14.7 1.3 1.3 2.7 1.3 5.4 1.66 

各色彩数 24.0 2 3.4 21.8 172 3.0 2.3 1.2 1.0 1.0 5.1 ＼＼  
全 数 ¢ 

比語彩色〔表6〕

と
こ
ろ
が

E
期
に
入
る
と
「
白
き
卓
布
」
等
衣
服
や
顔
・
手
に
単

独
で
使
わ
れ
て
い
る
。
自
の
心
理
と
し
て
「
自
問
的
」
と
い
う
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
刷
る
が
『
倫
敦
塔
』
『
蓮
露
行
』
に
み
ら
れ
る
現
実

を
離
れ
た
幻
想
的
・
歴
史
的
舞
台
、
ま
た
『
草
枕
』
『
三
四
郎
』
に

お
け
る
厭
世
的
な
視
点
は
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。

〔表7〕主要色彩（白黒赤青）の使用度

倫敦塔q

E
U
 

n
4
U
 

坊ちゃん

蓮露行

枕

三四郎

彼岸過迄

人

ろ

それから

~~ 

》ー
、ーー

草

IT 

~ 

」

黒
は
調
査
作
品
全
て
の
中
で
二
三
・
四
%
を
占
め
て
い
る
（
表
6

参
照
）
。
他
作
家
に
比
べ
、
黒
の
使
用
度
が
高
い
こ
と
は
波
多
野
氏

も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
時
期
別
に
は

R
期
以
降
増
加
し
て
い
る
。



特
に
『
こ
こ
ろ
』
で
三
六
¢
と
か
な
り
多
い
。
－
期

i
E
期
『
三
四

郎
』
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
自
が
支
配
し
て
い
た
時
代
と
入
れ
替
わ
り
に

黒
が
台
頭
し
て
き
で
い
る
の
で
あ
る
。
灰
色
も
E
期
以
降
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
黒
・
灰
は
『
彼
岸
過
迄
』
で
は
「
化
物
」
「
雲
」

等
の
修
飾
に
使
わ
れ
、
『
行
人
』
で
は
「
空
気
」
「
磯
と
海
」
に
使

わ
れ
る
な
ど
暗
猪
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
じ
て
い
る
。
黒
・
灰
は
恐
怖
心

や
不
安
・
孤
独
感
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
が
、
激
石
も
例
外
で
は
な
い

よ
う
だ
。

E
期
、
人
間
関
係
の
中
で
の
孤
独
を
テ

l
マ
と
し
て
抱
え
、

ま
た
激
石
が
胃
潰
療
や
神
経
衰
弱
を
患
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
黒
－

灰
を
使
用
す
る
心
理
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

赤
は
『
そ
れ
か
ら
』
『
門
』
を
頂
点
と
し
て

E
mに
は
減
少
し
て

い
る
。
各
期
平
均
を
と
る
と

I
期
一
九
・
四
係
、

E
期
二
五
・
三
係
、

頂
期
一
八
・
五
婦
と
な
る
。
た
だ

I
期
に
お
い
て
は
『
倫
敦
塔
』
に

極
め
て
少
な
く
、
こ
れ
を
除
け
ば
I
期
平
均
二
四
・
一
¢
と
な
る
。

『
坊
ち
ゃ
ん
』
の
登
場
人
物
「
赤
シ
ャ
ツ
」
の
赤
は
数
に
入
れ
て
い

な
い
が
、
こ
れ
を
彼
の
意
識
的
な
色
彩
選
択
と
考
え
れ
ば
当
然
赤
の

比
率
は
高
く
な
る
。
波
多
野
氏
は
、
激
石
の
赤
使
用
に
関
し
て
「
『
そ

れ
か
ら
』
『
行
人
』
を
頂
点
と
し
て
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
－

期
－

E
期
継
続
的
使
用
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
し
て
も
よ
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

青
は
『
坊
ち
ゃ
ん
』
及
び
『
行
人
』
に
多
い
。
各
期
平
均
色
彩
比

率
は
大
差
な
い
。
が
青
は
、
激
石
文
体
に
お
い
て
は
特
徴
的
な
使
わ

れ
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
－
期
前
半
は
白
を
中
心
に
二
色
同
時

使
用
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
『
草
枕
』
で
は
白
と
赤
、
『
三
四
郎
』
で

は
白
と
畳
間
が
多
く
使
わ
れ
た
。
そ
し
て
『
そ
れ
か
ら
』
『
門
』
あ
た

り
で
赤
が
頂
点
に
達
す
る
と
同
時
に
黒
・
灰
色
の
継
続
的
な
使
用
が

始
ま
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
を
赤
の
時
代
、
黒
台
頭
の
時
代
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
『
こ
こ
ろ
』
に
至
っ
て
完
全
な
黒
の
時

代
と
な
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
『
坊
ち
ゃ
ん
』
『
行
人
』
の
青

は
両
者
と
も
転
機
に
位
置
し
て
い
る
。
赤
↓
青
↓
黒
と
い
う
色
彩
の

流
れ
で
は
、
激
石
の
う
つ
病
を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
さ

ら
に
『
行
人
』
で
は
青
白
黒
赤
で
全
色
の
九

O
%を
占
め
る
同
時
並

行
的
使
用
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
黒
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
が
、

こ
の
こ
ろ
彼
の
精
神
状
態
は
か
な
り
分
裂
気
味
だ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

他
の
色
で
は
、
緑
に
つ
い
て
波
多
野
氏
が
「
激
石
は
『
青
』
と
、

『
ミ
ド
リ
』
と
の
分
化
し
て
お
ら
ぬ
言
語
圏
に
そ
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
実
際
「
青
い
黄
瓜
」
「
青
い
松
」

と
い
っ
た
使
用
が
み
ら
れ
る
。
紫
は

I
期
に
多
い
。
ほ
と
ん
ど
が
も

の
の
色
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
全
作
品
に
わ
た
っ
て
平
均
的
に
使
わ

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た

I
期
に
は
金
属
系
の
色
が
多
い
が
、

『
草
枕
』
か
ら
E
期
に
か
け
て
「
干
草
色
」
「
す
み
れ
色
」
な
ど
の

や
わ
ら
か
い
色
彩
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
「
九
州
色
」
「
醤
輿
色
」
、

「
春
色
」
「
蛮
色
」
な
ど
独
自
の
色
彩
語
も
注
目
で
き
る
。
皿
期
は

「
ク
リ
ー
ム
色
」
「
カ

l
キ
色
」
「
海
老
茶
色
」
な
ど
茶
・
澄
系
の

色
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
色
に
は
操
ウ
ツ
病
的
要
素
が
あ
る
と
言
わ
れ

る
が
、

E
開
制
「
赤
」
の
後
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
彼

の
「
う
つ
病
」
と
の
関
連
を
強
め
る
の
で
あ
る
。

po 
qo 

四
、
さ
い
ご
に



激
石
は

I
期
、
多
岐
に
わ
た
る
知
識
を
最
大
限
に
使
っ
て
作
品
を

書
い
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
代
人
と
し
て
の
自
己
の
矛
盾
に
苦
し

み
は
じ
め
た

I
期
後
半
か
ら
E
期
に
か
け
て
厭
世
的
な
傾
向
が
み
え

始
め
テ

1
7
も
自
然
や
宗
教
に
絞
ら
れ
、
文
体
変
化
が
生
じ
て
き
た
o

E
期
後
半
か
ら
盟
期
に
は
回
想
体
が
多
く
用
い
ら
れ
あ
り
さ
ま
描
写

的
に
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
色
彩
語
が
暗
色
化
し
た
こ
と
は
彼
の
精

神
状
態
と
無
縁
で
は
な
い
。
激
石
最
期
の
作
『
明
暗
』
で
は
〈
則
天

去
私
〉
の
境
地
と
と
も
に
、
－

m傾
倒
し
て
い
た
漢
詩
を
た
し
な
み
、

文
体
も
I
期
的
傾
向
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
林
英
夫
氏
は
、

「
文
体
の
回
帰
性
」
「
文
体
の
独
想
性
」
と
い
う
こ
つ
の
特
質
を
挙

げ
て
お
ら
れ
る
が
、
激
石
に
お
い
て
も
、
潜
在
的
に
彼
の
好
ん
だ
文

体
は
か
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
悟
り
の
あ
と
に
作
家
人
生
の
集

約
と
い
う
べ
き
文
体
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
点
で
、
こ
れ
ら
の
特
質

が
み
ら
れ
た
こ
と
は
一
つ
の
収
穫
で
あ
っ
た
と
思
う
。
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